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第 1 節	 研究の背景と目的	 
	 
1．研究の背景	 

























































































































第 3 節	 本論文の研究方法および論文の構成	 
	 
1．本論文の研究方法	 
本研究は，図 1 に示すように，第 1 部の基礎理論の研究と第 2 部の実践的検証から構成
される。	 















第 2 部の実践的検証では，次のように第 1 部の基礎理論から示唆された実践検証のため
の理論に基づき，小学校と中学校における実践授業の検証の計画と実践結果をまとめる。	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第 4 節	 各章の概要	 
	 
	 第 1 部は，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論となる。	 














































第 2 部は，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する実践的検証である。	 









第 2 章では，小学校における授業実践の内容とその分析を示した。第 1 節では，デジタ












































































	 終章では，第 1 節で本研究の目的と本論文で論究した第 1 部と第 2 部の各章の概要を述
べた。そして，第 2 節では、本研究によって導きだされた教材について述べた。第 3 節で
は、これからの学校教育における本研究の意義を述べ、第 4 節で今後の課題を述べた。	 
	 





















































































『山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第 18 号』，2004 年，pp.31-42。	 
5） 丸山圭三郎，『言葉と無意識』，講談社現代新書，1987 年，p.9。	 

































































































さらに，これらを踏まえ，中央教育審議会は平成 20 年 1 月に「幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」を答申した。この答申にお
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第 3 節	 美術科教育における言語活動の特質	 
	 

















































































































































































































































































































	 	 	 	 
	 









































第 1 章のまとめ	 













































17) J.カラー，川本茂雄訳，『ソシュール』，岩波書店，1978 年，p.1。	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20) 丸山圭三郎，『ソシュール小事典』，大修館書店，1985 年，p.37。	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63) 宮沢賢治『注文の多い料理店（新装版）宮沢賢治童話集 1』，講談社，2008 年，p.10。	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観念を生み出す。これら感覚的な質を第 2 性質と言う。さらに，第 3 性質については，第















































なるとしていたものを「質感」と対象化し，これを第 2 性質として分類している。	 
「ロックが，第 1 性質，第 2 性質というカテゴリー分けをして以来，『数』や『量』といっ
た性質と，それ以外の『質』を表す第 2 性質の間には，深い断絶があるものと思われてき

































る。」14)	 以上，第 1 節では，美術教育において指導内容となる「質感」の基礎理論を得る
ために，ジョン・デューイと茂木健一郎の「質」に関する理論を整理した。デューイは，
ロックと同様に自然の性質を 3 つに分類し，この中で芸術表現の対象になるのは，第 2 性
質となる「感覚的性質」で，これは，我々の感覚や経験と色や音等の自然の直接的性質と
の相互作用によって認識されると述べている。次に茂木健一郎も自然の性質について，ロ












ために第 1 項で深層意識と言語との関連について，第 2 項では，擬態語と「質感」との関
係性について論じる。第 3 項では擬態語を介した質感の感受と価値創造に関する理論につ





























































































































































































































































































































































































                   
	 






























図 7 に示す。	 















































第 2 章のまとめ	 





























































第 1 部第 2 章の註	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 同上，p.98。	 
13) 	 同上，p.98。	 
14) 	 西園芳信，「デューイ芸術的経験論にみる表現内容としての感覚的性質に関する考察」
『日本デューイ学会紀要』第 45 号，2004 年，p.167。	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ついて，確認を行う。確認データは，昭和 22 年から平成 15 年までを文部科学省の学習指
導要領データベース作成委員会によって作成された「学習指導要領データベース」5)	 にて
確認を行う。平成 20 年は，「中学校学習指導要領	 平成 20 年 3 月告示」6)	 にて確認を行う。

























































































和 33 年度版は，身近なものをデザインするといった内容のなかに，「物の配置配合	 文字
や写真の配置配合，掲示板内の配置配合など適宜選んで指導する」と記載されている。	 つ
まり，構成の一部としての写真利用であり，表層的に捉えていると言える。昭和 44 年度版，

















象に調べた。対象学年は中学校第 1 学年，第 2 学年，第 3 学年とする。調べる方法として
は，対象となる教科書の全頁から写真に関連する内容を確認する。それらを整理したもの
が，教科書による「写真」に関する記述は，表 2・表 3・表 4 である。	 
	 












29 年	 	 
図工 1	 	 	 	 
	 	 図工 2	 p.15	 『立体視』	 
「立体写真」	 
「フォトグラム（写真かげえ）」	 



































	 	 	 	 




	 	 	 	 
昭和
36 年	 
美術 1	 p.31	 『文字や写真の配置』	 
「見やすく美しい配置や掲示の仕方」	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
40 年	 
美術 1	 p.28	 『写真のはり方』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和 43 年	 記載なし	 
昭和
46 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 p.10	 『空想の世界』	 
「置き換えの効果を生かして」	 
	 	 	 	 p.26	 『ポスターのデザイン』	 
「伝え方をくふうして」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
49 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 p.10	 『空想の世界』	 
「置き換えの効果を生かして」	 
	 	 	 	 pp.24-25	 『ポスターのデザイン』	 
「生活のなかからテーマを選んで」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
52 年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 pp.10-11	 『構想を描く』	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和 55 年～平成元年	 記載なし	 
平成
4 年	 





	 	 	 	 p.26	 『切る，合わせる，生まれる』	 
	 	 	 	 p.30	 『住む街をアピールする』	 
	 	 美術 2，
3 下	 
	 	 	 	 
平成
8 年	 
美術 1	 pp.36-37	 『試してみよう C，G』	 
「コンピュータ機能を生かして表す」	 
	 	 美術 2，
3 上	 
p.5	 デビット・ホックニーの写真作品を紹介	 











	 	 pp.42-43	 『人間ウオッチング』	 






美術 1	 pp.10-11	 『見ること発見』	 
「光のちがいを感じてみよう」	 
	 	 	 	 pp.34-35	 『光は友達』	 
「光でかざる」	 
	 	 	 	 pp.40-41	 『伝えよう，私の歩み」	 




	 	 	 	 pp.26-27	 『伝達のデザイン』	 
	 	 美術 2，
3 下	 
p.14	 『パブリックアート』	 
	 	 	 	 p.17	 『仏像物語』	 
	 	 	 	 pp.20-21	 『夢が広がる映像世界』	 
平成
23 年	 
美術 1	 p.5	 『表現の始まり』	 
「見ること発見」〈光の美しさを探そう〉	 
	 	 	 	 pp.30-31	 『変化させる絵』	 
「動きや光を使って」	 
	 	 	 	 p.35	 『美しさの交流』	 
「自分の見方を大切に」〈身近な美しさを紹介しよう〉	 
	 	 美術 2，
3	 
p.13	 『写真を構成して』	 
	 	 	 	 pp.24-27	 『驚きの世界へ』	 
「形や色のトリック」	 













































	 	 	 	 
昭和
36 年	 
美術 1	 p.32	 『はり方，ならべ方』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和 40 年～平成元年	 記載なし	 
平成 4
年	 










































	 	 	 	 pp.16-17	 『映像表現の広がり』	 
	 	 	 	 pp.24-25	 『伝えよう大切なこと』	 




	 	 	 	 
平成
23 年	 
美術 1	 p.6	 『身近にある形や色彩から』	 
	 	 	 	 pp.18-19	 
『顔をつくる』	 
「さまざまな材料や技法を使って」	 







	 	 	 	 pp.38-39	 
『「まとめる」方法と工夫』	 
「伝える効果を考えたデザインをしよう」	 




















造形 1	 	 	 	 	 
	 	 造形 2	 	 	 	 	 
	 	 造形 3	 最初の頁	 『近代造形の変遷』	 

































美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 





美術 1	 p.23	 『分割と配置の美を求めて』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
43 年	 
美術 1	 p.30	 
『表紙』	 
表紙のレイアウト例	 
	 	 	 	 p.32	 『ポスター』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
昭和
46 年	 
美術 1	 p.31	 『ポスター』	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 





美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 	 	 	 	 
	 	 美術 3	 p.16	 
『抽象』	 
「形や色で心の内部を表わす」	 
昭和 52 年～昭和 58 年	 記述なし	 
昭和
61 年	 
美術 1	 	 	 	 
	 	 美術 2	 pp.28-29	 
『情報との出会い』	 
「内容を強く明快に表す」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
平成 1
年	 
美術 1	 	 	 	 	 
	 	 美術 2	 pp.28-29	 
『情報との出会い』	 
「内容を強く明快に表す」	 
	 	 美術 3	 	 	 	 	 
平成 4
年	 









	 	 	 	 
平成 8
年	 










	 	 	 	 
平成
13 年	 
美術 1	 pp.12-13	 『ちょっと立ち止まって』	 





	 	 	 	 pp.14-15	 『自分の風景を見つける』	 
	 	 	 	 p.34	 『イメージを伝える』	 




	 	 	 	 
平成
17 年	 
美術 1	 p.16	 『ちょっと立ち止まって』	 











	 	 	 	 pp.18-19	 表現しよう『画像を素材に』	 
平成
23 年	 

































































らすことができる。すなわち「時間に対する保護（la	 protection	 contre	 le	 temps），
他者との意志疎通と感情の表現（la	 communication	 avec	 autrui	 et	 l’expression	 des	 
sentiments），自己自身の実在化（la	 realsation	 de	 soi-meme），社会的威信（le	 prestige	 




















































































































































































































第 3 章のまとめ	 







































第 1 部第 3 章の註	 
	 
1)	 相田隆司，「生徒の周辺を写真映像で作品化させる試み―生徒は写真を通して何を表現
するのか―」，『美術教育学』第 19 号，1998 年，pp.1-13。	 
2)	 赤木恭子「美術教育における映像メディアの「対話性」に関する研究―イメージによる
経験を中心に―」，『大学美術教育学会』第 34 号，2001 年，pp.17-24。	 
3)	 佐原理，「美術教育における映像メディアの活用で育む多重知性―体験的映像教育のた
めの構造を授業実践から考える―」，『名古屋文理大学紀要』第 11 号，2011 年，pp.87-96。	 
4)	 佐原理，「美術教育における映像メディアの位置づけ―教科書にみる映像メディア教育
の方向性―」，『美術教育学』第 32 号，2011 年，pp163-172。	 
5)	 文部科学省，『学習指導要領データベース』学習指導要領データベース作成委員会，	 
http://www.nier.go.jp/guideline/index.htm（データベース完成日 2001 年 3 月 31 日，最
終訂正 2007 年 4 月 30 日）	 	 
6)	 文部科学省，『中学校学習指導要領』，東山書房，2008 年，pp.83-84。	 

















第 1 部のまとめ	 
	 
第 1 部は，美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論となる。	 























第 3 章では，美術教育における写真活用の意味を論じた。第 1 節では，美術教育におけ
る写真利用の変遷を先行研究から捉え，続いて，戦後中学校学習指導要領より「写真」の
扱い方と特徴を論じ，中学校美術教科書により，教材としての「写真」の扱い方の特徴を
論じた。この 3 点の項目より総合し，これまでの美術教育における写真活用では，言語を
 98 
介した質感の感受が写真作品と結びつき，深層意識にアプローチするなどの，児童生徒の
内的世界に関わるという意図的な視点は構築されていなかった，と論じた。このことは，
本研究の独自性として着目した点である。	 
第 2 節では，美術科教育における写真の位置づけを論じた。まず，美術の動向から全体
を俯瞰し写真の存在について述べた。続いて，美術科教育における写真＜デジタルカメラ
＞活用の意味とし，デジタルカメラを利用した撮影行為において発生する身体的特徴につ
いて論じた。このことで，撮影行為そのものに美術教育における教育的価値が見出された。	 
さらに，美術作品の本質が危ぶまれる現代のデジタル化された情報化社会を概観し，美
術教育への影響や映像メディアの概念の変化を示した。しかし，本研究のテーマとなる「質
感の感受」は，大きく変化する時代の流れのなかで，変わらぬ存在として位置し，継続す
る感覚として，学校教育において必要不可欠であることを論じた。	 
以上の第 1 部の美術教育における言語活動を介して得られる質感に関する基礎理論の研
究から，論文の主題に関して，次の 3 点が導出された。①美術教育と言語との関連につい
ては，美術教育において言語としての擬態語を介在させることは，個人の深層意識や感覚
とのつながりをつくることを可能にする。②美術教育と質感との関係においては，擬態語
を介在させることで質感の取捨選択による感受が可能となる。③美術教育における写真と
いう表現媒体を活用することの意味については，言語を介することで質感の感受を獲得さ
せることにおいて有効である。	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
	 
